










 

まえがき 

 先天異常のモニタリングシステムは,広域的に多数を対象とすれば,その効果

をより大きく期待できる。しかし対象を多くすれば,それだけ参加機関が多くな

り,また地域が広ければ連けいが困難で,精度がおちることに問題がある。 

 すなわち正確な対象母数の確認と継続的でしかも不動の観察が絶対条件であ

るから,適当で必要な観察対象を確保すれば,地域は狭い方が有利である。 


